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やどりき水源林森の案内人(定期)観察会のお知らせ（費用等負担はありません） 
毎週土曜･日曜の午前１０時と午後１時から（認定 NPO 法人）かながわ森林インストラクターの会員が水源林をご案内しま

す。やどりき水源林ゲート前までお越しください。なお、冬季（１２月・１月・２月）は安全確保のため休止します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やどりき水源林ニュース 

お久しぶりです。お元気でしたか？ 
「水源林のつどい」が3年ぶりにやどりき

水源林に帰ってきました！ 

コロナ禍で2020年・2021年と中止になった「やどりき水源林のつどい」が8月6日、戻ってきました！ 
事前予約300余名の皆様のご参加といつも変わらぬ松田町の方々温かいご協力をいただき、大変な盛況でした。 

森林癒し 木伝導体験 

 

しずくちゃんも緑の募金に協力 

 
水源林には動物がいっぱい 

  コロナ感染拡大防止に十分配慮しながら、盛

沢山のプログラムが実施されました。 
  
   午前中は「平成 22 年度成長の森」等水源林ハ

イキング、やどりき沢での水生生物観察、森林癒

し体験で、参加者の中にはこれらをいくつか掛け

持って森を満喫なさった方々もいらしたようです。

水辺での水生生物観察は大人気で、担当インスト

ラクターは休む暇もありませんでした。 
 
  そんな中、松田町の皆様方のご協力で地場野

菜の販売、ウッドカー体験、地元で捕れた鹿肉を

つかったシチュー（美味！）のふるまいも始まりま

した。 
 
  メインステージでは、ご来賓の方々のご挨拶に

続いて、「県民との協働による森林づくり実行委員

会」から神奈川県内森林整備にご協力いただい

た NPO 法人のみなさま 5 団体に感謝状が贈呈さ

れました。 
 
  午後は森林交流会で葉巻笛やロケットラワン、

森の漢字あてクイズなど様々なブースが盛り上が

りました。 

 

 

 

捕まえた水生生物を観察。どれがいるかな？ 
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注意！ヤマビルはまだまだ元気です。草むらや落ち葉に踏み込むときは気をつけましょう。忌避剤の使用は効果的です。 
 
 
＜9月・10月の森の案内人プログラム＆イベント紹介！＞  

 9月17日（土）,10月16日（土）：散策＆癒し体験 水源林を散策したり、心と体をのんびりリフレッシュします。 

 9月25日（日）,10月30日（日）：林道＆クラフト作成 林道コースを散策後に木工体験でお土産つくりをします。 

 次回の「やどりきの森へ行こう」は来年2023年 3月11日、人気恒例の【水源林のミツマタ群生鑑賞】です。1月11日か

ら受付開始、締め切りは2月25日。かながわ森林インストラクターの会に往復はがき（〒243-0018厚木市中町2-13-14サ

ンシャインビル604）またはメール（k-inst0981@friend.ocn.ne.jp）でご連絡ください。 

  3年ぶりの「つどい」で「成長の森訪問」のラッキーに当たったのは平成22年度植林にご協力いただいたご家族の皆

さまでした。今から12年前。お久しぶりです、その年度に生まれたあかちゃんは今年から中学生です！ハイキングご参

加の皆様の元気なこと。日本の将来は捨てたもんじゃない、と感動。 

 

丸太切りには2021年ミス日本みどりの女神小林優希さんが参戦！ 

  松田町役場行最終バスの時間が迫っても、水源林で名残惜し気に楽しむ方々が続出 

 

2023年「水源林のつどい」も開催できま

すように。 

平成22年度植林        
当時の様子 

 

右上の写真と同アングルの現在。12年たつと、こうなります。 

 
インストラクターと一緒に土壌生物観察も 


